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マイクロ波テレビジョンSTリ ンク装置
Microwave Television ST-Link Equipment
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公 雄** 金 沢 胱***
Kimio Goto Akira Kanazawa

内 容 梗 概

テL/ビジョンまたは放送用音声中継装匿のうち,演奏所(Studio),送信所(Transmitter Station)

間のようiこ短区間の中継に使用されるものをSTリンクと呼んでいる｡今回北海道放送株式会社に納入

したテレビジョソSTリンクはすでに発表した可搬塑(Field Piek-up Type)テレビジョン中継装置

(1)(2)を基礎にし,固定型として要求される性能向上を計ったもので,その概要について報告する｡

〔Ⅰ〕緒 Fl

電々公社のマイクロ波回線の全国的伸長

とともに南は九州,北は北海道まで新しい

テレビ放送局が続々と誕生している｡この

ような地方テレビ局でほ東京,大阪などの

テレビ局から番組をネッ1､することが多

く,そのためのテレビ目1継回線の構成が考

えられる｡この典型的なケースがこの4月

完成した北海道放送株式会社(HBC)の

系統で,日立製作所および国 電気株式会

社(音声関係)の両社の機器により構成さ

れている｡

すなわち弟l図の回線系統図のように,

東京の2大民間テレビ局日本テレビ(NT

V),ラジオ東京テレビ(ERT)から

ST-Linkによりプログラムを一度東京支
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社に中継し,そこで両者の切換え,監視などを行い,東

京支社,札幌本社スタジオ間は電々公社の中継線を使用

し,本社スタジオより手稲山頂の送信所までふたたび

ST-Linkにより中継(この区間900Mc 音声ST-Link

が並行)し,放送されることになる｡このように東京支

社で切換え,監視ができるということは時間を問題とす

る放送会社において運用上きまっめて必要なことである｡

この際必然的に周波数の割当の関宿が生じてきて,H

BCの場合も特に東京では周波数不足の7,000Mcテレビ

中継バンドを避け3,500Mcバンドが割当てられた｡さら

にNTVに設置する送信装置ほ程々の理由により可搬型

にする必要があったので本回線を構成する装置の設計は

7,000Mcバンドと3,500Mcバンドの2周波寸胴こ対する

考慮と,さらに導波管が大きくて困難な3,500Mcバン

ド用の可搬型化の問題を解決せねばならなかった｡しか

しこの困難な問題も次に述べるようにして解決し,現在

安定な運転状態に入っている｡
*
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第1図 HBCテレビ中継回線系統図

第2図 札幌スタジオのUTT-012型送信装置
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第3国 手稲山送信所のURT-012型受信装置(左)

〔ⅠⅠ〕装置の概要

(り 構成と構造

第2図 は,7,000McUTT-012型

送信装置,弟3図ほ同じく URT-012

型受信装置,弟4図は3,500McUTT

ー013型送信 置(右),URT-013型受

信装置(左)の外観である｡7,000Mc

バンドと3,500Mcバンドの装置の立

体回路を除いた各パネルを共通に使用

するこ と 作上保守上最も望まし

い｡これを可能にするキーポイントは

両バンドにおいて類似の機械的,電気

的仕様のクライストロンが得られるか

否かであるが,幸いこの点は2K26

(7,000Mcバンド),2K29(3,500Mc

バンド)があるので立体回路の導波管

を除いては恒温槽,変調増幅器,監視

増幅器,電源盤,AFC増幅盤などす

べて同一のものを使用することが可能

となった｡しかし3,500Mcの導波管

RJ-4は7,000McのRJ-7の約2

倍の大きさとなるので,弟3図と弟4

送信装置
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図を比較すればただちにわかるように若干の部分が筐体

内に収容しきれず上部に出ることになった｡

弟7,8図に送受信装置の系統図を示す｡3,500Mc送信

装置では前述のように可搬型にもせねばならないのでこ

れを考慮して回路を構成してある｡すなわち制御部ほ電

源盤,監視盤により構成され,高周波ヘッド部にはクラ

イストロンを含んだ立体回路および変調増幅器が収容さ

れこの間ほ24芯のテレビカメラケーブルにより接続され

第4図 UTT-013型送信装置(右)

URT-013型受信装置(左)

受信装置
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第5図 送受信装 置実装図

ている｡ヘッド部の監視調整はほとんどすべて制御部で

行うことができるようにするため,クライストロンのリ

ペラ電圧調整,電圧,電流の測定は電源盤で,入力映像

信号,出力監視映像信号のレベル調整ほ監視盤で行い,そ

の他映像監視増幅器をヘッド郡と制御部に2分してS/N

劣化を防ぐなど,回路上の考慮とともにこの種機器にお

いて常に問題を起す各パネルを接続するケーブルコネク

タは特にキヤノン社製を使用し装置の安定を期した｡



レ ビジ ョ ン S Tリ ンク 装置 1395

迂信月腔鋸

ーー･｣甜--- ト㍍--⊥
l

I

涯信へ･㌦許
l

l

l

｢Y~川▼｢Yl

と左===去』

ケ､三よ■~;
＼ヽ

＼

l

､＼＼′/㌔

宝＼

肇

欄岩｡｢≡討 議
貝崖 -

/

l･･ノ･■/

貢惑~㌻1等-ノ芋≠ヲ

T
■
蔓
⊥
弓

+

(2)本装置の仕様

送信装置

周波数

第6図 可 搬 型 送 信 装 置

第7図 UTT-012(013)型送信装置系統図

言
中
綿

第8図 URT-012(013)型受信装置系統図

送信出力

変調方式

最大周波数偏移

送信周波数安定度

映像信号入力

変調波形監視出力

空中線利得

受信装置

周波数

中間周波数

中間周波帯域幅

映像信号出力

映像信号監視出力

AFC特性

電 源

6,875～7,125Mc

(UTT-012型)

3,500～3,650Mc

(UTTし013型)

80mW

FM

lOMc p-p

±5×10~4以下

1.4Vp-p 75n

l.4Vp-p 75n

lOO/200V50/60c/s

750VA(現札予備

並列運転)

28db(直径1.2In)

(可搬型のみ)

6,875～7,125Mc

(URT-012型)

3,500･～3,650Mc

(URT-013型)

70Mc

士10Mc

l.4Vp-p 75Q

l.4Vp-p 75n

boldin土15Mc以上

pullin±8Mc以上

100/200V50/60c/s

lkVA(現用,予備

並列運転)

送受総合特性

受信入力ー50dbmで規定する｡

周波数特性

30c/S～500kc

500kc′､･ノ1Mc

IMc～3Mc

3Mc･一)4Mc

4Mc-､6Mc

偏差 ±0.5db以下

士0.5db以下

±1.Odb以下

-1.5db以下

偏差 -2.Odb以下

非直線歪

入力対出力振幅特性曲線において,い

かなる部分的傾斜も全振幅の平均傾斜に

対して士10%以上異ならない｡

信号対離音比

45db以上(DAP/rms)

ただし映像帯域幅を4.5Mcに制限し

た条件において
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ハムレベル

L55db以下(DAP/DAP)

高周波パルス伝

立上り時間

特性

オーバーシュート

日 立

0.2/ノS 以下

0.2′∠S 以後のリップル

2%以下

ただし0.1〃S の立上りのパルスで試験したとき

低周波パルス伝達特性

サグ 5%以下

ただし繰り返し周波数60c/S矩形波で試験したとき

〔ⅠⅠⅠ〕各部の説明

(り 送信装置

(A)送信立体回路部

回路の系統は策7図に示すとおりで,クライストロン

発振箸別まAFCを有せず,恒温槽と定電圧電源によって周

波数の安定化を計っている｡恒温槽ほ周囲温度0～600C

の範囲で構内温度変化土lOC,立上り時間15分でこれ

によって温掛こよる周波数の変動はまったく問題になら

ない｡ 源電圧±10%の変動による周波数変動ほ2E

26において約士1.2Mc,2K29において約 士1Mc

である｡電源投入後のUTT-012(クライストロン2K

26)の周波数変動は弟9図のごとくである｡2K29は

2K26に比して格段に立上りが早く,またヒータのみ

あらかじめ点火しておいても初期漂動はほとんど短くな

らない｡

発振器出力は2箇の方向性結合掛こより出力の一部を

耽り糾しそれぞれ周波数および出力波形監視の鉱石検波

器に加えられている｡変 波形監視回路は単一空洞共振

器を送信周波数に対しわずか離調させその傾斜を利用し

た簡単な周波数弁別器を使用している｡周波数監視回路

は反作用型の空洞波長計により送信周波数のみならず,

波形監視回路と組合せることにより周波数偏移の測定,

監視も行うことができる｡

(B)変調増幅器シャーシ

このシャーシには変調映像増幅器,監視映像増幅器が

含まれ,固定型の場合は現用,予備共一つの変 増幅盤

にサブシャーシとしてマウントされ,可搬蔑の場合ほ単

独で高周波ヘッドに実装されるようになっている｡変

増幅器は倦還増幅器で20c/sより8Mcまで1dbの偏差

で約30dbの利得がある｡監視増幅器は舞7図のように

6U81本で3瞳管部ほカソードフォロアとし可搬塾の場

合テレビカメラケーブルの中の50n同軸ケーブルによ

り伝送することを考慮している｡また周波数監視回路は

変成器により 50n∴にインピーダンスを遮降しているが

これもテレビカメラケーブル中において程々の誘導によ

り雑音を拾うことを避けるためでこれらは固定の装置の
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第9図 一電源投入後の送信周波数の漂動

場合には不必要な考

(C)切換制御盤

である｡

現用,予備の切換えを行うパネルで,本装置では現用,

予備ほ並列運転しマイクロ波出力を電動機駆動導波管切

換スイッチで切換えるのでその制御を行う｡動作完了の

パイロットランプにより現用,予備のいづれが現在使用

中かを表示し,遠隔操作も可能である｡その他各部電圧

電流測定のための電流計を有する｡

(D)監 視 盤

波形監視のため主映像増幅器,周波数監視増幅器,映

像信号入力レベル調整および試験信号用の50c/Sへの切

換えなどを行う回路を有する｡周波数の監視を行うとき

信号を50c/sに切換えて周波数監視増幅器出力を

ブラウン管オシログラフの縦軸に加え横軸を50c/Sで掃

引すれば周波数を横軸としてクライストロンのⅢ力波

形と,これに波長計によって生じたディップが加わって

現われるので周波数の調懲,周波数偏移の測定が容易に

行える｡

(E)送信電源盤

+300V,+150Vおよぴクライストロンのリペラ電圧

などの高圧売電圧回路の他直流ヒータ電源,電圧,電流

測定用メータ回路,可搬型についてはさらに電話機回路

より構成されている｡

(F)AVR盤

クライストロンのヒータ 圧安定化のための46～62

C/sの範囲で動作する小容量の磁器増幅器型AVRを実装

する｡

(2)受信装置

(A)受信立体回路部

空中線よりの受信波はMa由C-T回路により現用機およ

び予備機に二分され完全並列運転が可能である｡この場

合現用機,予備機の問に受信局部発振器の漏洩による相

互干 が考㌢えられるが,3段の帯域濾波器およびMagic一

T,方向性結合器による局部発撮器の結合により 波管
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系においては十分結合度は抑えられており,その他回路

による回り込みも認められなかった｡

局部発振器は弟8図の系統図に示すように副 波管に

マウニ/トし反対側に簡易な波長計を設けてあり,増幅A

FC盤の電流計により測定することができるようにして

ある｡鉱石混合器の局発電力レベルはクライストロンの

空洞電圧を加減することにより 整する回路を採用して

おりまたそのVSWRは全周波数帯にわたって鉱石検波

器の特性のばらつきを考 に入れても2以~Fに入ってい

る｡

(B)中間周波前置増幅器

格子接地の6J4を4段,6R-R8,6J4により雑音指

数15db以下,利得32db,朽域幅28Mcであり 50fl

同軸ケーブルにより主増幅器に按紋する｡

(C)増幅AFC盤

中間周波主増幅器は6R-R8の㌻型結合回路段を川い

利得55db帯域幅28Mcである｡その拇力は映像掃け

調回路とAIrCとをこわかれる｡両回路共1N56Aiこよ

る振幅制限器,6R-R8平衡増幅器,周波数弁別器より

なる｡映像信号復 の周波数弁別器ほ感度7mV/Mc,

微分特性士5Mcの範閲で5%の偏差内にある｡AFC

用の周波数弁別器の周波数特性ほ弟10図に示すとおり

であり,中間周波数の変化によって生ずる同湖信号尖端

の変動をこのAFC用周波数弁別器で底流レベル 化に

変換している｡AFC回路は約100kcの発振器の出力

を差動増幅器で増幅し,さらに増幅後整流しこの直流電

圧を局発クライストロンのリペラ電圧とする方式でAF

C周波数弁別器の直流出力変化により 動増幅器のバイ

アスを制御し整流出力直流電圧を変化させている｡映像

信号増幅器は20c/Sより8Mcまで偏差1db以下,利得

28dbで同一特性の2Ⅲ力端子を宿する｡【･方ほ監視用

に使用するものである｡

この盤の電流計により,局発リペラ電圧,空洞電流,

鉱石変換器整流電流,中間周波の搬送波レベル,各真空

管の陰極電流が測定できる｡

(D)受信電源盤

+300V,+150V,-1.05Vの高圧安定電源,交直ヒ

ータ電源を含んでいる｡また自 の計箸別こよりそれらの

電圧,電流を測定することができる｡

〔ⅠⅤ〕試験成績

本装置では現用機,予備機があるのでその総合特性と

しては送信現用に対し受信現用,予備および送信予備に

対し受 現用,予備の4組合せに対し仕様を満足せねほ

ならないが,ここでほ送信現用,受信現用の総合特性を

示しておく｡弟11図は周波数特性で,マーカ借弓▲は6Mc

で横軸は等分目盛である｡弟12図は入出力特性で,映

へ†き

出
陣
く
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飾晩乃〟ご

班倭信買

第10図 周波数弁別菜乱 周波数特性

第11図 周 波 数 特 性

βJ /♂

入力電圧(拍-β)

第12図 総合入出力特性

∠♂
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第13図 南周波′くルス伝達特性

像増幅器における信号平均値の変化を考慮しても定格出

力に対して十分な直線性を有する｡第13,=図はそれぞ

れ高周波パルスおよび低周波パルス伝達特性である｡第

15図は受信入力レベルとS/Nの関係である｡

〔Ⅴ〕結 □

簡単であるがさきに北海道放送株式会社に納入したテ

レビジョンST-Linkについて説明した｡日立製作所に

おいては本装置を基礎として今後さらに性能の向上,保

守, 転の容易を期して研究を行っており,需要家なら

ぴに関係各位の御指導をお願いする次第である｡

終りに本装置の 作にあたり程々御指導をいただいた

北海道放送株式会社池田,菅原両部長をはじめ技術部の

関係各位に厚く御礼申し上げる｡また製作に御協力いた

だいた国際電気株式会社早川工場長,森村部長,

作所本社通信技術部,中央研究所,戸塚工場ならびに昭

和電子株式会社の関係各位に深く感謝する次第である｡

参 男 文 献

(1)関口,安藤,宇佐突,後藤:日立評論 38,605
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